
Aｸﾞﾙｰﾌﾟ Bｸﾞﾙｰﾌﾟ Cｸﾞﾙｰﾌﾟ Dｸﾞﾙｰﾌﾟ Eｸﾞﾙｰﾌﾟ

○ ○ △ ○ ○

○ × ○ ○ △

○ ○ ○ ○ ○

△ ○ ○ ○ ○

○ △ ○ △ ○

○ △ △ △ ○

△ △ △ ○ △

△ ○ ○ ○ △

△ △ △ × ○

上記討議結果をふまえて、シンポジウムにて最終市民案の提案を致します。ご協力有り難うございました。

　河畔林のあるところは5分とし、無いところは2割とする。　

　築堤延長が不可能なため、現築堤端部に計画する。

　河川内の道路は計画しない。
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第5回十勝川相生中島市民協働会議ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟが、平成17年11月30日（水）19:00より

とかちプラザ　３F会議室　304で開催され37名の参加により、5グループで討議しました。

１年が過ぎました。皆様方のご協力により、市民案をまとめることが出来ました。

　2.帯工の位置について

　3.旧帯広川の河畔林について

　5.水路掘削後の池の規模・配置について

　6.水路掘削後の中州林について

　7.新水路左岸法面勾配について

　8.展望塔の設置について

　9.道路について（どこを通すか？）

　現計画の河床面積の30%程度の計画とする。

　菩提樹を残した中州を計画する。

　4.新水路右岸法面勾配について

　帯工の位置は、河道幅により影響範囲が変化するため、
　現時点では計画通りとする。

　極力保護する。

　2割～10割勾配とする。

新年、明けましておめでとうございます。十勝川相生中島市民協働会議を発足して早くも

ご来場下さった皆様、大変ご苦労さまでした。

　1.ﾊﾙﾆﾚ林100%保全となる河道ﾗｲﾝについて

ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議結果表

事務局見解

　ﾊﾙﾆﾚ林100%保全となる河道ﾗｲﾝについて計画する。

本年も宜しくお願い致します。

川が出相い
文化が生まれる

今回WSの主な内容は、これまでの協働会議の論点を整理した物を
グループ討議（5グループ）致しました。
討議内容は、市民案（平面図）を見ながら１時間程度、9つの論点に
ついて討議致しました。（論点と各グループの結果は、下表）



参加費無料ですので、皆様の参加お待ちしております。

日時：平成１８年２月７日（火曜日）　１９：００～２１：３０

場所：とかちプラザ　講習室　４０２

第６回　十勝川相生中島市民協働会議　シンポジウム　『未来を語ろう　十勝川相生中島』

が、下記日程で開催されます。

これまで１年かけて作り上げてきた相生中島市民案を発表致します。

相生中島の未来、一人でも多くの方に見て聞いて頂きたいと思っております。

編集　事務局　中田　利紀

                                                       ℡：0155-23-2160

　　　　　　　　　　　　　　　　　                     十勝川相生中島市民協働会議のHPは、新しい情報が随時更新されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　                      皆様からのご意見お待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           HPｱﾄﾞﾚｽ　http//homepage2.nifty.com/aioinakajima/

　　　　　                                             問い合わせ先：川の駅・十勝川（十勝川ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ2F）

                                                       十勝川相生中島市民協働会議事務局


